
ナダ太平洋ゲートウェイ輸送ルートの効率
化につながり、カナダの各貿易協定における
ニーズと合致します。」
カナダ政府は、投資額1億2,500万カナダド
ルのうち、4,970万カナダドルを負担し、メト
ロバンクーバー港、バンクーバー市、カナダ
太平洋鉄道(CP)、及びカナディアン・ナショ
ナル鉄道(CN)とパートナーを組み、インフラ
プロジェクトに貢献します。

ブリティッシュ・コロンビ
アで能力開発
アジアと北米のサプライ・チェーンにおけるカ
ナダの重要性を確実にするため、カナダ政府
は産業界主導の能力開発機関を支援してお
り、APGCIの下、300万カナダドルを拠出し
て、スキルテーブルの特別なプロジェクトに
協力しています。

「カナダ政府のアジア太平洋ゲートウェイ
輸送ルートスキルテーブルに対する支援は、
ブリティッシュ・コロンビア州の労働者の能
力が、競争の厳しい世界市場レベルに到達す
ることを後押します。」予算長長官兼アジア
太平洋ゲートウェイ担当大臣のストックウェ
ル氏はこう述べました。
アジア太平洋ゲートウェイ・スキルテーブル
は、2008年の秋にカナダの業種協議会人材
開発及び能力開発による150万カナダドル
の投資で設置されました。この団体は、今後
の輸送システムのために、採用、保持、能力開
発ニーズに関連するプロジェクトを企画しま
す。
スキルテーブルに関する詳細は、ウェブサイ
トをご参照ください。 
www.apgst.ca

ビザ免除トランジット
カナダ政府は2009年7月、カナダの空港手続きを円滑にするため、ビザ
免除トランジットプログラムを開始しました。
ビザ免除トランジットプログラムは、セキュリティを確保しながら、米国行
き一般観光客の流れを円滑にするため、パイロットプログラムを経てバン
クーバー国際空港で導入されています。現在は、その他のカナダの空港で
も類似の手続きを行うことができます。
同プログラムに関する詳細は、こちらのウェブサイトをご覧ください。
http://www.cbsa-asfc.gc.ca

センターポートカナダ
デイ大臣とゲーリー・ドーア元マニトバ州知事は2009年10月、350万カ
ナダドルを拠出して、国際輸送、製造、流通、倉庫のハブであるマニトバの
立地を活用し、内陸の港となるセンターポートカナダの設置と運営を行う
ことで、雇用創出を目指すと発表しました。センターポートの予算は、連邦
政府、州政府、その他関係機関が支出します。
さらに、新たに２件のパイロットプロジェクトが開始されました。 

1.	センターポートカナダに関連したビジネス向けに、簡易化されたワン
ストップショッピングを提供するタスクフォース。

2.	カナダ西部でのビジネスについて、カナダの税制上の優遇措置を説
明し、国際貿易の支援策を広報するためのプロジェクト。

バンクーバー南海岸貿易地域の強化
2009年10月、ハーパー首相は、２つの南海岸貿易地域のプロジェクトに
連邦政府予算を拠出すると発表しました。これは、2009年3月に発表さ
れた５つの北海岸貿易地域プロジェクトに続くものです。
これらのプロジェクトでは、鉄道、道路、港湾運営を強化して、鉄道・道路
交通で期待される需要の高まりに対応し、地域住民の生活を向上させ、
同地域に環境面での便益を提供します。

「南海岸貿易地域は、カナダ西部と太平洋の貿易相手国との貿易関係に
不可欠です。」2009年10月の公式発表で、スティーブン・ハーパー首相は
こう述べました。「バラード入り江沿いの開発は、カナダ人の雇用創出とカ

し、さらに強化されました。この訪問によりカナダの運輸・社会基盤整備・
コミュニティ大臣と、中国側のカウンターパートであるリー氏との初会談
です。両大臣は、二国間の関係強化の方法について、議論しました。

飛躍するブルースカイ: 航空協定の拡大
カナダ－EU 航空協定
ベアード大臣は先日、カナダにとって第2の国際航空及び貿易投資市場
である欧州連合（ＥＵ）との歴史に残る航空協定に、カナダを代表して署
名しました。
同協定により、カナダの航空会社はEU 27加盟国への路線を開設でき、 
EUの航空会社はカナダの全空港への路線が開設できることになりま 
した。
現在、この新規乗入れ権はカナダとEUの航空会社が活用できるほか、新
規航空サービスも、行き先、フライト、ルートの選択肢が増え、割安な料金
など旅客や荷主にとって有利なサービスを提供することができます。
同協定は、カナダの最も包括的な航空サービスです。

カナダ―韓国航空協定
カナダは2009年、韓国とオープン・スカイ（航空自由化）型の航空協定を
終結しました。この協定により、カナダと韓国の航空会社は両国の全ての
空港を利用して、旅客便と航空貨物サービスを回数に制限なく提供でき
るようになりました。

「これ（同協定）は、アジア大洋州地域の国 と々のブルースカイ政策実現
に向けた、新たな一歩です」カナダのジョン・ベアード大臣は、こう述べま
した。

カナダ―日本航空協定
また、カナダは2009年に日本との協定を大幅に拡大し、日本とカナダの
航空会社は直行便を利用する旅客や全ての貨物サービス向けに、両国の
全都市で（東京の空港2か所を除く）、回数に制限なく運航できるようにな
りました。

す。2009年4～5月には、初の中国人派遣団
がカナダを訪問して、カナダ・サプライ・チェ
ーン・アンド・ロジスティクス協会が受け入
れ、2009年12月にはカナダ人派遣団が中
国を訪問しました。2010年にも人的交流が
企画されています。
詳細は、カナダ・サプライ・チェーン・アンド・
ロジスティクス協会のウェブサイトをご覧く
ださい。
www.sclcanada.org

2. �ゲートウェイ協力のアクション
プラン

デイ大臣は、さらにゲートウェイ協力のアク
ションプランに署名し、既に最新技術応用の
分野で大きな成果を上げています。昨年実施
された北京とトロントのワークショップに続
いて、両国は以下の関連プロジェクト実行に
合意しました。

•	サプライ・チェーン管理
•	寒冷気候の技術
•	安全性と道路インフラについて、情報交

換、活動共有、共同報告
長期的に見ると、サプライ・チェーン管理の
効率化と新たな手法で、よりスマートな輸送
ルートと越境方法を開発するこれらのプロジ
ェクトは、貿易業務にゲートウェイを利用し
ているカナダ企業に役立つことでしょう。
これらのアクションは、カナダのジョン・ベア
ード運輸大臣が2009年7月に中国を訪問

荷主向けに、大幅に柔軟化
カナダ政府は、国内の貨物の流れを円滑に
し、米国からのコンテナの扱いを調整するた
め、関税率表の規制を改正しました。
2009年12月15日に発効された変更点は、
免税扱いでカナダ国内に輸入コンテナを一
時的に保管できる期間が30日間から365日
間に延長されたほか、このこうなコンテナは
カナダ国内の二地点間輸送のみにおいて使
用できるという規制が排除されました。

中国との関係強化
2009年に世界最大の輸出国となった中国
は、APGCI開始以来、官民両分野において
重要なパートナーとなっています。2009年 
4月には、デイ大臣が北京を訪問して２つの
協定を締結し、既に重要な案件として活発に
取り組んでいます。

1. 貿易業務協定
この協定は、以下の項目によって2カ国間の
貿易・輸送ルート強化を目指しています。

•	政策立案者による年に一度の会合。
•	民間分野の研修とビジネス開発を支援

するロジスティクス交換プログラム。
交換プログラムでは、主要な民間分野の参
加者が様々な施設を見学し、潜在的なビジ
ネス・パートナーを訪問することができま

成功の継続  
ピット川橋梁の開通
7車線のピット川橋梁は、輸送ルートとして急速に成長する地域の安全性
と信頼性の向上を目指し、2009年10月27日、正式に開通しました。開
通式には、ストックウェル・デイアジア太平洋ゲートウェイ担当大臣の代
理として、ゴードン・キャンベル、ブリティッシュ・コロンビア州首相とラン
ディー・カンプ、ピット・メドーズ・メープルリッジ地区選出国会議員が出席
しました。 
カナダ政府は1億9,800万カナダドルのプロジェクトに対して9,000万カ
ナダドルを費やし、不足分はブリティッシュ・コロンビア州政府が拠出しま
した。

話題: 近海海運の利点 
近海海運では、川沿いや沿岸部、湖などの荷積地と荷揚地が比較的隣接
した所で、海を渡らずに海上輸送を複合輸送として取りまとめています。
この方法により、道路と鉄道の混雑軽減、貿易促進、温室効果ガスの排出
削減、輸送の効率化など、カナダの水路を最大限に活かすことができま
す。
そのため、カナダ政府はブリティッシュ・コロンビア州のローワーメインラ
ンドで５つの近海海運プロジェクトに投資しています。2010年初旬には、
デイ大臣が初の近海海運プロジェクト完了を発表しました。デルタのアナ
シス・アイランドにある港湾鉄道ターミナルにおけるサザン・レイルウェイ・
オブ・ブリティッシュ・コロンビアの鉄道連絡船の桟橋整備には、APGCI
により460万カナダドルが拠出されました。

サイモン・フレーザー橋並行橋梁建設
プリンス・ジョージに拡幅されたサイモン・フレーザー橋は、現在4車線と
なっており、この橋を利用する一般車と輸送トラック向けに、渋滞の緩和、
高速の安全性強化、運転時間の短縮が行われるよう改善されました。
また、プリンス・ジョージ内陸コンテナターミナル、プリンス・ジョージ空
港、メトロバンクーバー港、プリンス・ルパート巷間の接続が強化されま
す。

ピット川橋梁 
ブリティッシュ・コロンビア州



新たな目標を達成
アジア太平洋ゲートウェイ・輸送ルート整備計画(APGCI)は、計画の中間地点とし
て高い目標に近づいており、約10億カナダドルに達する連邦政府予算が戦略的な
プロジェクトに充当されています。

•	サイモン・フレーザー橋の開通 (2009年8月);  
•	ピット川橋梁の開通（2009年10月）;
•	ロバーツ・バンク鉄道路線への大規模投資により、メトロバンクーバー港を往

復する貨物の流れが効率化されます。
デルタポートの新規バース、カナダ最大のコンテナターミナル（2010年1月）。この
第3バースにより、メトロバンクーバー港の取扱能力が50パーセント拡大しました。
新たな10年間、カナダは引き続きこの盛り上がりを見せる好期に、グローバル経済
の回復に対応します。
ゲートウェイのシステムに関わって発展させるというAPGCIの官民パートナーによ
る前向きな投資は、確実に成果を上げています：

•	カナダの競争力強化に貢献
•	輸送システムの効率化
•	アジア太平洋ゲートウェイを国際的に最大限利用する方法を推進

カナダは現在、アジア太平洋における貿易の増加という好機を、過去最大限に活か
す準備が出来ています。この推進力を必ず継続させるため、APGCIの次の局面が大
変重要な意味合いを持ちます。ビジネスチャンスをつかみ、カナダの競争優位を確
保するためには、あらゆるレベルにおいて強固な実行力と連携の継続が求められて
います。

2010年 世界の
舞台に立つカナ
ダ  
今年はオリンピックとパラリンピ
ック、さらにはＧ８、Ｇ２０、2010
年北米首脳会議の開催国とし
て、カナダが国際的に活躍する
人々のリーダーシップを取る役
割を担う年です。
2009年にインド、中国、韓国を
訪問したスティーブン・ハーパー
首相は1月3日、上述のイベント
におけるカナダの重要な役割を
明らかにしました。これらの訪問
とアジア諸国への大臣ミッショ
ンが契機となり、カナダの取り組
みは海外に認知され、APGCIの
国際的な支援努力をさらに勢い
づけるものとなりました。
ストックウェル・デイ太平洋ゲー
トウェイ担当大臣は、中国、日
本、シンガポール、マレーシア、イ
ンド、ブラジルなどを訪問した
際、積極的にゲートウェイの優位
性を紹介しました。
さらに、カナダは本年ドイツのラ
イプツィヒで開催される国際交
通フォーラムにおいて議長を務
めるほか、APEC港湾サービス・
ネットワークの議長も務
め、2010年5月～10月の間
7,000万人以上の来場者が予
想される上海万博には大々的に
出展する予定です。

2010年版
ゲートウェイ 
輸送ルートニュース

CANADA’S ASIA-PACIFIC GATEWAY AND CORRIDOR INITIATIVE TP 15006JAP

1月15日にデイ大臣が発表した
APGCI紹介ビデオは、こちらか
らご覧ください。 
www.pacificgateway.gc.ca

再訪し、2010年には韓国人ジャーナリスト
がメディア使節団を派遣する予定です。
さらに、カナダ政府は2009年9月に北京で
開催されたワールド・ルート開発フォーラム（
ルーツ）に出展しました。このフォーラムは、
国際航空業界にカナダを宣伝する格好の舞
台となったほか、カナダの空港と主要航路相
手国の政策立案者の関係を強化する機会と
なりました。2,500人以上の代表者が参加し
たルーツは、世界で最も重要なルート開発と
計画フォーラムです。

…そして国内で：まず
は、優位な点に着目 
2009年9月、日本、台湾、韓国から産業界の
意思決定者による使節団を招へいし、メトロ
バンクーバー港、プリンス・ルパート港、及び
その他の太平洋ゲートウェイ施設を訪問し
ました。関係者との商談会会場では、カナダ
太平洋ゲートウェイが、早く、安く、信頼でき
るアジア北米間の貨物輸送であると紹介さ
れました。
世界の最大サプライ・チェーン・ネットワーク
を取り扱うこれらの参加企業は、累計で年間
7,300億TEUの貨物を扱っています。こうし
た企業によるカナダ西部の港訪問は、今後カ
ナダ太平洋ゲートウェイを推進し、さらなる
北米での輸送ルートを確保する上でユニー
クな試みとなりました。
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デルタポート 
ブリティッシュ・コロンビア州

海外にアジア太平洋ゲートウェイを宣
伝…
アジア太平洋ゲートウェイの優位性を海外により多く宣伝するため、デイ
大臣は国際広報キャンペーン（2009年6月）を設置しました。これらの広
報は、米国、日本、韓国、中国など運輸・空輸関連雑誌に掲載され、ジャー

ナル・オブ・コマース、ロ
ジスティクス・マネージ
メント、エア・カーゴ・ワ
ールド、ペイロード・ア
ジアなどに載りました。
また、2009年には米
国、香港、中国、日本、
台湾からのジャーナリ
スト招へいに成功しま
した。テレビ番組1件
で取り上げられたほ
か、40件以上の記事
が掲載され、600万
人以上のビジネス界
トップや政策立案
者、アジアと米国の
潜在的な投資家に
広報することがで
きました。2010
～2011年には、
これらの国々から
ジャーナリストが


